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※ワクチン接種後も、感染症の予防対策は必要です。



決算決算を報告しますを報告します

一般会計 歳入（内訳）一般会計 歳入（内訳）

特別会計 決算特別会計 決算

歳　入

1,318億

2,277万円

国庫支出金

（33.3％）

438億4,131万円

市税（27.2％）

358億8,217万円
地方交付税（7.7％）

101億2,497万円

市債（6.9％）

91億2,110万円

県支出金（5.9％）

78億2,408万円

諸収入（5.6％）

73億2,592万円

地方譲与税・交付金

（5.6％）73億1,197万円 

繰越金（2.1％）

28億2,677万円 

その他（4.6％）

61億281万円

使用料および手数料（1.1％）

14億6,167万円 

　市民の皆さんから納めていただいた市税や国・県から交付されたお金がどのように使われたかをお知らせします。

今後も財政の健全性を維持しながら、市民サービスのさらなる充実に努めていきます。

　歳入は、前年度と比べて307億7,246万円（30.5％）の増となりました。

　主な増減は、国庫支出金が特別定額給付金給付事業費・事務費補助金や新型コロナウイルス対応地方創生臨時交

付金の皆増等により295億1,633万円の増、市税については法人市民税の法人税率引き下げや、感染症拡大の影響等

により減となり、市税全体として5億3,194万円の減となっています。

   国民健康保険税や駐車場使用料など、特定の事業収入がある会計で、使い道を限定するため一般会計と別にしています。

令和２年度の山形市の特別会計は、９会計です。

問 財政課　☎内線273

市税の内訳

市民税　個人 136億8,698万円

市民税　法人 27億4,589万円

固定資産税 148億4,532万円

軽自動車税 6億6,463万円

市たばこ税 13億2,116万円

旧法による税 535万円

入湯税
観光施設の整備や観光の振興に使われます。

2,682万円

都市計画税
市街化区域内の街路や公園の整備などに使われます。

25億8,602万円
税
的
目

◎地方交付税…市町村の財政力に応じて国から交付されるお
金。所得税や酒税などの国税収入から分配されます。

◎市債…学校や道路・公園など、将来にわたって長期間使われ
る公共施設を整備するために、国や銀行などから借り入れるお

金。地方交付税の肩代わりである臨時財政対策債も含みます。

◎諸収入…預金利子や各種貸付金の元利収入など。

◎地方譲与税・交付金…消費税や自動車重量税などの国税
のうち、一定の割合で交付されるお金。

財政用語メモ

令和2年度

山形市

歳入歳出差引額37億4,459万円のうち、11億795万円については

次年度に繰り越した事業の財源としています。26億3,664万円に

ついては次年度歳入への繰り越しとなります。

会計名 歳入額(収入) 歳出額(支出) 差引額

国民健康保険事業会計 223億4,301万円 217億2,126万円 6億2,175万円

後期高齢者医療事業会計 35億3,373万円 35億1,448万円 1,925万円

介護保険事業会計 233億2,612万円 229億3,568万円 3億9,044万円

母子父子寡婦福祉資金貸付事業会計 5,296万円 1,555万円 3,741万円

区画整理事業会計 5億6,745万円 5億6,737万円 8万円

財産区会計 402万円 386万円 16万円

駐車場事業会計 4億5,632万円 4億5,103万円 529万円

公設地方卸売市場事業会計 2億4,832万円 2億4,297万円 535万円

農業集落排水事業会計 2億4,161万円 2億3,760万円 401万円

合    計 507億7,354万円 496億8,980万円 10億8,374万円
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歳　出

1,280億
7,818万円

民生費（30.1％）

385億4,556万円

議会費・総務費（27.0％）

345億7,153万円

労働費･農林水産業費・

商工費（10.8％）

138億4,678万円

土木費（10.7％）

136億8,149万円

教育費（7.3％）

94億1,378万円

公債費（6.3％）

80億1,170万円

衛生費（5.5％）

69億9,296万円

消防費・災害復旧費（2.3％）

30億1,438万円 

歳入額（収入） 1,318億2,277万円

歳出額（支出） 1,280億7,818万円

差引額 37億4,459万円

一般会計 歳出（内訳）一般会計 歳出（内訳）
　歳出は、前年度と比べて298億5,464万円

（30.4％）の増となりました。

　主な増減は、民生費が幼児保育・教育無償

化の通年化に伴う施設型給付費の増等によ

り20億2,422万円の増、議会費・総務費が特

別定額給付金給付事業費の増等により250

億3,633万円の増、土木費が道路除排雪事

業費の増等により5億1,275万円の増、労働

費・農林水産業費・商工費が事業継続応援給

付金や中小企業緊急経済対策金融支援基金

積立金の増等により29億2,309万円の増と

なった一方、教育費が小中学校空調設備改修

事業費の減等により12億8,088万円の減と

なっています。

公営企業会計公営企業会計

一般会計一般会計

   民間企業と同じように事業収益で運

営されている会計です。山形市では、水

道事業と公共下水道事業と市立病院済

生館事業の３事業です。

●収益的収支…営業面から見た収支

●資本的収支…設備など所有財産の面から見た

　　　　　　　収支

資本的収支の不足額は、これまで蓄えた純

利益などの一部により補てんしています。

● 民生費
子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付など

● 議会費・総務費
議会の運営、広報、地域づくりの支援など

● 土木費
公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設など

● 公債費
市債の償還

● 教育費
学校の建設・改修、生涯学習、スポーツの振興など

● 衛生費
各種健康診査や予防接種、ごみ処理・リサイクル事業など

● 消防費・災害復旧費
消防業務、救急業務、災害の復旧など

● 労働費・農林水産業費・商工費
勤労者福祉対策、農業への支援、中小企業支援、

商工業や観光の振興など

■ 水道事業会計 歳入額(収入) 歳出額(支出) 差引額

収益的収支 66億4,024万円 54億9,737万円 11億4,287万円

資本的収支 9億7,636万円 35億1,293万円 △25億3,657万円

■ 公共下水道事業会計 歳入額(収入) 歳出額(支出) 差引額

収益的収支 81億 896万円 79億5,167万円 1億5,729万円

資本的収支 67億3,716万円 90億7,520万円 △23億3,804万円

■ 市立病院済生館事業会計 歳入額(収入) 歳出額(支出) 差引額

収益的収支 122億3,839万円 121億8,396万円 5,443万円

資本的収支 3億1,701万円 13億1,043万円 △9億9,342万円
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健康の

保持・増進

ＳＵＫＳＫ生活推進事業 3,189万円

総合スポーツセンター改修整備事業 1億491万円

こども医療給付事業

障がい児通所支援事業

10億866万円

10億6,049万円

健やかな

子どもの育成

市立小・中学校タブレット導入事業 5,173万円

学校トイレ改修事業 1億7,326万円

放課後児童健全育成事業（運営委託および支援）

幼児教育・保育の無償化事業 14億1,507万円

9億1,332万円

創造都市の推進

文化創造都市推進事業 1,120万円

Ｑ１プロジェクト推進事業 8,702万円

市民会館整備検討事業 1,599万円

地域共生社会の実現

我が事・丸ごと地域づくり推進事業 2,279万円

障がい児・者自立支援給付・医療事業 35億1,640万円

高齢者外出支援事業 1億1,154万円

災害・豪雪への対応

7月豪雨に伴う災害対策本部関連事業

豪雪対策本部関連事業

13億8,096万円

新型コロナウイルス

感染症への対応

山形ブランドの浸透と

交流の拡大

道の駅整備事業 2,666万円

ふるさと納税推進事業 （寄付額）36億5,205万円

移住・定着促進事業 2,009万円

地域経済の活性化

（仮称）山形北インター産業団地開発事業 6,796万円

七日町第5ブロック南地区市街地再開発事業 2億3,836万円

山形市売上増進支援センター（Y-biz）運営事業 6,033万円

園芸作物生産基盤整備事業 2億1,391万円

環境保全

上野最終処分場第二期整備事業 2,540万円

都市の活動を支える

基盤整備

スクスク

道路・橋りょう新設改良事業 7億398万円

街路事業 15億4,318万円

霞城公園整備事業 1億4,356万円

山形まるごとCOOL CHOICE事業 710万円

太陽光発電・地中熱利用空調設備
導入補助事業 2,434万円

山形駅前地区消雪道路整備事業 2億355万円

市独自の事業

国・県の事業へ対応した事業

292億9,027万円

令和2年度に実施した主な事業
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■ 健全化判断比率

■ 資金不足比率

山形市健全化判断比率・資金不足比率山形市健全化判断比率・資金不足比率

　「健全化判断比率」・「資金不足比率」は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき公表するものです。今回の

算定結果は、国で定めている基準値（早期健全化基準・財政再生基準・経営健全化基準）を下回っており、山形市の財政は

健全な状態です。

山形市の市債残高（借入金）山形市の市債残高（借入金） 山形市の基金（貯金）山形市の基金（貯金）

◎実質赤字比率…実質赤字額の標準財政規模に対する比率を表したもので、赤字額から見た健全度を示す。
＜対象会計＞普通会計

◎連結実質赤字比率…実質赤字額（または資金の不足額）の標準財政規模に対する比率を表したもので、赤字額から見た健全度を示す。
＜対象会計＞普通会計、公営事業会計

◎実質公債費比率…普通会計が負担する公債費および公債費に準じた経費の、標準財政規模を基本とした額に対する比率で表した
もの（３カ年平均値）で、公債費等の比重から見た健全度を示す。

＜対象会計＞普通会計、公営事業会計、一部事務組合

◎将来負担比率…普通会計が将来負担すべき実質的な負債の、標準財政規模を基本とした額に対する比率で表したもので、将来的に
負担することになっている実質的な負債の比重から見た健全度を示す。

＜対象会計＞普通会計、公営事業会計、一部事務組合、地方公社、第三セクター

◎資金不足比率…対象会計の事業規模に対する資金の不足額の比率を表し経営健全度を示す。

※普通会計：山形市においては、一般会計、母子父子寡婦福祉資金貸付事業会計、区画整理事業会計が該当します。

※公営事業会計：山形市においては、水道事業会計、公共下水道事業会計、市立病院済生館事業会計、公設地方卸売市場事業会計、

農業集落排水事業会計、国民健康保険事業会計、後期高齢者医療事業会計、介護保険事業会計、駐車場事業会計が該当します。

指標の説明

（令和２年度末現在）

一般会計  1,031億6,709万円 

区画整理事業会計  6億3,507万円 

駐車場事業会計  9,510万円 

公設地方卸売市場事業会計  3億5,497万円 

農業集落排水事業会計  7億9,421万円 

水道事業会計  161億6,893万円 

公共下水道事業会計  819億8,733万円 

市立病院済生館事業会計  17億3,282万円 

合    計 2,049億3,552万円

財政調整基金 35億1,085万円

国民健康保険事業財政調整基金 7億8,933万円

スポーツ振興基金 2億1,300万円

減債基金 1,350万円

地域福祉基金 2億5,948万円

介護給付基金 8億9,047万円

地球温暖化対策等推進基金 1億3,609万円

体育施設整備基金 6億6,154万円

公共施設維持補修基金 8,299万円

農業戦略推進基金 3億3,973万円

中小企業緊急経済対策金融支援基金 8億円

その他の基金 7億7,319万円

合    計 84億7,017万円

（令和２年度末現在）

対象会計 算定結果 経営健全化基準

水道事業会計、公共下水道事業会計、市立病院済生館事業会計、
公設地方卸売市場事業会計、農業集落排水事業会計

－ 20.0%

　　　資金不足比率は、各会計とも資金不足が生じていないため「－（該当なし）」の表示をしています。

指標名 算定結果 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 11.25% 20.00%

連結実質赤字比率 － 16.25% 30.00%

実質公債費比率 7.6％ 25.0% 35.0%

将来負担比率 86.4％ 350.0%

　　　実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字のため「－（該当なし）」の表示をしています。
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令和2年度国民健康保険事業会計の決算令和2年度国民健康保険事業会計の決算

国民健康保険の加入状況と一人当たりの医療費国民健康保険の加入状況と一人当たりの医療費

歳　入

２２３億
4,301万円

県支出金
155億1,020万円
(69.4%)

国保税
47億798万円
(21.1%)

一般会計繰入金
15億5,231万円
(6.9%)

基金繰入金
1億4,873万円
(0.7%)

繰越金
2億5,815万円
(1.2%)

国庫支出金
手数料
財産収入
諸収入
1億6,564万円
(0.7%)

歳　出

217億
2,126万円

※保険給付費
149億9,880万円

（69.1％）

事業費納付金
60億6,522万円

（27.9％）

諸支出金等
4億7,936万円

（2.2％）

保健事業費
1億7,788万円

（0.8％）

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、日頃からお金（国保
税）を出し合い、必要な保険給付により生活の安定を図ることを目的とした医療保険制度です。自営業や農
業を営んでいる方、年金暮らしの方など、職場の健康保険に加入していない75歳未満の全ての方を対象
に、県と市が共同で運営しています。
　加入者の皆さんから納付していただいた国保税がどのように使われているかをお知らせします。

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、日頃からお金（国保
税）を出し合い、必要な保険給付により生活の安定を図ることを目的とした医療保険制度です。自営業や農
業を営んでいる方、年金暮らしの方など、職場の健康保険に加入していない75歳未満の全ての方を対象
に、県と市が共同で運営しています。
　加入者の皆さんから納付していただいた国保税がどのように使われているかをお知らせします。

　歳入は、国保税が全体の約21％の47億798万円となっており、そのほか、県からの交付金等を財源に事業を運

営しています。（表１）

　歳出は、病気等で医療機関を受診したときの費用等である保険給付費が149億9,880万円で全体の約69％と

なっており、前年と比較して4.1％減少しています。また、平成30年度から国保の保険者となった県に対して、事業

費納付金を負担しています。（表２）

　歳入から歳出を差し引いた額、6億2,175万円を令和3年度に繰り越しています。

　９月１日現在で、山形市の総人口246,368人に対

し、国保加入者は43,865人で、加入率は約18％と

なっています。また、世帯の加入率は約28％です。

　加入者は年々減少を続けていますが、一人当たり

の医療費は増加傾向にあります。

　今後も厳しい保険財政の運営となることが予想

されることから、引き続き医療費の適正化への取り

組みにご理解とご協力をお願いします。

問 国民健康保険課　☎内線356

（表１） （表2）

過去5年間の加入者数と一人当たりの医療費

（人）

52,000

50,000

48,000

46,000

44,000

42,000

40,000

（円）

420,000

400,000

380,000

360,000

340,000

320,000

300,000

280,000
平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

一人当たりの医療費

加入者数

※保険給付費とは、療養給付費、療養費、高額療養費、

　出産育児一時金、葬祭費等です。

山形市国民健康保険の状況山形市国民健康保険の状況
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　マイナンバーカードを使えば、就職や転職、引っ越しをしても保険証の切り替えを待たずにカードで受診できるよう

になります（保険者への加入の届け出は引き続き必要です）。また、マイナポータル（国が運営するオンラインサービ

ス）を活用して、ご自身の医療費情報や薬剤情報、特定健診情報を確認できるようになります。

　マイナンバーカードを保険証として利用するためには、登録が必要です。国民健康保険課に保険証利用登録のため

の窓口を開設していますので、手続きに不安のある方はぜひご利用ください。

　詳しくは、国民健康保険課（☎内線362）へお問い合わせください。

　おおむね令和5年3月末までに全ての医療機関・薬局で利用可能になるよう進められています。利用可能な医療機

関・薬局は、厚生労働省ホームページでご確認ください。

マイナポータルから保

険証利用の申し込み

ができます。

申請方法はこちら ▶厚生労働省ホームページ

※これまでの保険証（１年更新）は、引き続き毎年送付しますので、マイナンバーカードがなくても受診できます。

マイナンバーPRキャラクター

マイナちゃん

医療費の適正化のために医療費の適正化のために

マイナンバーカードが保険証として利用できるようになりました

　インターネット申請　

　スマートフォンやパソコンで「個人番号カード交付申請書」の下部にある二次

元コードを読み取り、必要事項を入力の上、顔写真のデータを添付し、申請して

ください。

　郵送による申請

　すでに送付されている個人番号通知カードに付いている「個人番号カード交

付申請書」に必要事項を記入の上、顔写真を貼り、同封の返信用封筒に入れて

ポストに投函してください。

※「個人番号カード交付申請書」を紛失した場合は、新しい申請書を発行します

ので市民課（☎内線345）へお問い合わせください。

マイナンバーカードの交付申請方法

おすすめ
！

とう か ん

　医療費は60代から年代が上がるごとに急激

に高くなっています。60代以降に発症しやす

い生活習慣病やがんなどは、40・50代から特

定健診やがん検診を受け、生活習慣の改善や

病気の早期発見・早期

治療を行うことで、将

来の金銭的な負担（治

療 費 ）や身 体 的 負 担

（手術・リハビリ等）を

軽減できます。

　一人一人の医療費の増加が国保税の負担増加にもつながります。日頃から健康づくりを心掛けましょう。

　重複・頻回受診者や生活習慣病の重症化リスクが高いにもかかわらず治療を行っていない方を対象に、保健師

等がお話を伺い、適正な受診のアドバイスを行っています。

＜医療費を有効に使うためのポイント＞

〇毎年健診を受け、病気の早期発見・早期治療を心掛け

ましょう。

〇具合の悪い時は我慢しないで、早めに診察を受けま

しょう。

〇かかりつけ医療機関や薬局を持ちましょう。

〇ジェネリック医薬品を活用しましょう。

〇「お薬手帳」は一人一冊にまとめましょう。

〇同じ病気でいくつもの医療機関を受診するのはやめ

ましょう。

〇急病のとき以外は、診療時間内に受診しましょう。

マイナンバーについての
お問い合わせ

マイナンバー総合フリーダイヤル

0120-95-0178
受付時間（年末年始を除く）

平　日　午前９時30分～午後８時

土日祝　午前９時30分～午後５時30分
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山
形
発
！
世
界
の
い
ま

山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭

2
0
2
1
が
10
月
7
日
か
ら
14
日
に
、
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
中
か
ら
選
ば
れ
た
49
作
品
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
配
信
上
映
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
気
軽
に
参
加
で
き
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
に
な
じ
み
の
な
か
っ
た
方
が
、
作
品
に

触
れ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

閉
会
式
で
は
受
賞
作
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

熱
気
に
包
ま
れ
な
が
ら
映
画
祭
が
閉
幕
し

ま
し
た
。

広
島
で
被
爆
し
た
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
響
き
渡
る

被
爆
２
世
で
調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん

は
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
る
た
め
、
所
有

す
る
被
爆
ピ
ア
ノ
を
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
全
国

各
地
を
回
り
、
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て

い
ま
す
。
10
月
１
日
に
は
、
山
形
市
役
所
で

被
爆
ピ
ア
ノ
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
ピ
ア
ニ
ス
ト
小
林
路
子
さ

ん
の
演
奏
に
、
市
役
所
を
訪
れ
た
市
民
や
昼

休
み
中
の
職
員
が
足
を
止
め
、
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
庁
舎
内
に
は
被
爆
ピ
ア
ノ
の
音

色
が
美
し
く
響
き
渡
り
、
平
和
で
あ
る
こ
と

の
尊
さ
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
堪
能

10
月
10
日
、
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
「
第
14
回
山
形
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
行
い
、
来
場
型
と
在
宅
型
を

併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。
来
場
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
の

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ボ
ッ
チ
ャ
、
シ
ッ
テ
ィ
ン

グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

在
宅
型
の
動
画
は
、
現
在
配
信
中
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

▲開会式で紹介された審査員

⬅ 在宅型動画は
こちらから
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お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
い
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

イ
ン
テ
リ
ア
小
物
を
作
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
11

月
と
１２

月
に
開
催
予
定
で
す
。
初
め
は
良

縁
塾
の
参
加
者
が
少
な
い
こ
と
が
悩
み
で

し
た
が
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
こ
と
で
、

多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
実
際
に
結
婚

が
成
立
し
た
時
の
喜
び
が
活
動
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。
本
人
や
親
御
さ
ん
か
ら

「
あ
り
が
と
さ
ま
」
と
感
謝
の
言
葉
を
い
た

だ
け
る
こ
と
は
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
す
。

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
た
現

代
は
結
婚
を
し
な
い
と
い
う
選
択

を
す
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

結
婚
も
人
生
の
選
択
肢
に
入
れ
て
み
て
ほ

し
い
で
す
。
「
独
身
で
い
る
」
と
い
う
言
葉

か
ら
「
い
い
人
が
い
れ
ば
結
婚
も
あ
り
」

と
い
う
言
葉
に
変
え
て
み
た
り
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
か
を

考
え
る
際
に
、
誰
か
と
一
緒
に
歩
む
人
生

も
考
え
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
共

働
き
も
当
た
り
前
の
時
代
で
す
。
２
人
で

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
家
事
や
育
児
を
一
緒

に
楽
し
む
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
「
い
い

夫
婦
の
日
」
を
前
に
結
婚
に
向
け
て
一
歩

踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
私
た
ち
「
や

ま
が
た
し
良
縁
隊
」
が
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　
次
回
の
「
結
婚
相
談
会
」
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
回
の
良
縁

塾
は
１１

月
１４

日
「
２
人
仲
良
く
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
よ
う
！
」
で
す
。
詳
し
く
は
、

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
や
ま
が
た
ハ
ッ

ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11月22日はいい夫婦の日

まちの仲人さんを紹介します

　
今
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
「
や
ま

が
た
し
良
縁
隊
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

な
活
動
は
、
月
１
〜
２
回
、
市
役

所
や
公
民
館
で
行
う
結
婚
相
談

会
を
通
し
て
の
出
会
い
の
場
の
提

供
か
ら
、
交
際
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
、
成
婚
ま

で
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
結
婚
相

談
会
や
そ
の
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、

結
婚
を
希
望
す
る
方
と
信
頼
関
係
を
築
い

て
い
く
の
が
や
ま
が
た
し
良
縁
隊
の
特
長

で
す
。
最
近
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
出

会
い
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

親
身
に
な
っ
て
寄
り
添
い
、
着
実
に
結
婚

を
希
望
す
る
お
二
人
を
つ
な
い
で
い
ま
す
。

初
対
面
に
際
し
て
も
、
お
相
手
の
こ
と
を

前
も
っ
て
伝
え
る
こ
と
や
心
構
え
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
こ
と
は
、
初
め
て
会
う
二
人
に

と
っ
て
大
き
な
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
仲
人
を
介
し
た
出

会
い
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
サ

ポ
ー
ト
を
し
た
方
々
の
な
か
に
は
、
最
初

の
お
見
合
い
後
に
交
際
に
至
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、
そ
の
後
も
相
談
者
に
寄
り
添
い
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
で
、
お
相
手
の
状

況
に
変
化
が
あ
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
再
度
お

見
合
い
の
場
を
設
け
、
交
際
に
至
っ
た
カ
ッ

プ
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
れ
な
例
で
す
が
、

継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
成
立
し
た
例
だ
と
思
い
ま
す
。

　
結
婚
相
談
会
の
ほ
か
に
も
、
山
形
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
フ
ァ
ン
ド
の
補
助
金
を
受
け
て
、

男
女
の
出
会
い
の
場
を
つ
く
る
イ
ベ
ン
ト

「
良
縁
塾
」
を
年
4
回
ほ
ど
開
催
し
て
い

ま
す
。
特
に
人
気
が
高
い
イ
ベ
ン
ト
は
、

主

や
ま
が
た
し

　
　
　
　良
縁
隊

ラ

（
写
真
中
央
）

（
写
真
右
）

（
写
真
左
）

高
橋 
章
雄
さ
ん

た

か

は

し

あ

き

お

清
水 
優
子
さ
ん

し

み

ず

ゆ

う

こ

井
上 
眞
規
さ
ん

い

の

う

え

ま

さ

き
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国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付 

　

11
月
上
旬
か
ら
日
本
年
金
機
構
よ
り
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
。10
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
、

今
年
初
め
て
納
付
す
る
方
に
は
、
令
和
４
年
２

月
に
こ
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。 

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

※ 

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
加

入
者
ダ
イ
ヤ
ル 

（
☎
０
５
７
０-

０
０
３-

０
０
４
）
へ
。 

■■問

市
民
課
（
☎
内
線
４
０
２
） 

令
和
４
年
第
74
回
成
人
の
祝
賀
式
に

参
加
さ
れ
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ 

　

式
典
は
市
内
南
北
エ
リ
ア
の
中
学
校
区
に
分

け
、
午
前
・
午
後
の
２
回
実
施
し
ま
す
。 

■■時
・
■■対

 

令
和
４
年
４
月
30
日
㈯ 

　
　

〈
午
前
の
部
：
北
エ
リ
ア
〉
午
前
11
時
〜 

　
　

  

第
二
中
、
第
三
中
、
第
四
中
、
第
五
中
、

第
七
中
、
金
井
中
、
高
楯
中
、
山
寺
中
、

山
形
養
護
学
校
を
卒
業
し
た
方 

　
　

〈
午
後
の
部
：
南
エ
リ
ア
〉
午
後
２
時
〜 

　
　

  

第
一
中
、
第
六
中
、
第
八
中
、
第
九
中
、

第
十
中
、
蔵
王
第
一
中
、
蔵
王
第
二
中
、

山
大
付
属
中
、
山
形
聾
、
山
大
付
属
特

別
支
援
、
村
山
特
別
支
援
学
校
を
卒
業

し
た
方 

■■所

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ 

※ 

就
学
・
就
職
等
で
市
外
に
住
民
票
が
あ
る
方

や
、
令
和
３
年
第
73
回
成
人
の
祝
賀
式
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■■問

社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
６
１
９
）

11
月
９
日
〜
15
日
は

「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」 

「
お
う
ち
時
間　

家
族
で
点
検　

火
の
始
末
」 

　

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
点
検
や

本
体
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■■問

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６
３
４-

１
１
９
５
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
の
更
新 

　

県
下
水
道
協
会
に
登
録
の
有
効
期
限
が
令
和

４
年
（
平
成
34
年
）
３
月
31
日
ま
で
の
方
は
、

所
属
指
定
工
事
店
所
在
地
の
市
町
村
で
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。 

■■内
〈 

必
要
な
手
続
き
〉
登
録
更
新
の
申
請
、
更

新
講
習
会
の
受
講 

※ 

書
面
に
よ
る
講
習
会
に
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

■■費

 

手
数
料
（
対
象
者
に
は
別
途
通
知
） 

■■申

 

11
月
１
日
〜
30
日
に
、
申
請
書
を
記
入

の
上
、
上
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課
へ 

■■問

 

上
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課
（
☎
６
４
５

-

１
１
７
７
） 

 

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
よ
り

マ
ス
ク
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た 

　

９
月
14
日
、
マ
ス
ク
１
万
６
千
枚
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
政
府
が
台
湾
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
し
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
台
北
駐
日
経

済
文
化
代
表
処
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
関
わ
る
事
業
の

中
で
有
効
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
。 

■■問

 

国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
（
☎
６
４
７

-

２
２
７
５
）

市
有
地
売
却 

■■時

12
月
13
日
㈪
午
前
10
時 

■■所

市
役
所
11
階
入
札
室 

■■内
〈 

一
般
競
争
入
札
〉
飯
塚
県
営
住
宅
貸
付
地 

 
 

・ 

所
在
地
…
飯
塚
町
字
中
台
１
２
１
２-

55 

 
 

・ 

地
積
…
２
０
７
２
・
１
４
㎡ 

 
 

・ 

最
低
売
却
価
格
…
２
１
４
０
万
円 

 
 

・ 

地
域
…
市
街
化
調
整
区
域 

※ 

売
却
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
管
財
課

で
配
布
す
る
募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■■申

 

11
月
１
日
〜
19
日
に
、
申
請
書
を
記
入

の
上
、
市
役
所
４
階
管
財
課
へ

■■問

管
財
課
（
☎
内
線
２
７
７
） 

市
有
地
（
水
道
用
地
）
売
却 

■■時

令
和
４
年
１
月
14
日
㈮
午
後
１
時
30
分 

■■所

 

上
下
水
道
施
設
管
理
セ
ン
タ
ー
３
階

３
０
１
会
議
室 

■■内
〈 

一
般
競
争
入
札
〉
旧
天
狗
橋
さ
く
井
用
地 

 
 

・ 

所
在
地
…
北
山
形
２-

７-

15 

 
 

・ 

地
積
…
３
６
０
㎡ 

 
 

・ 

最
低
売
却
価
格
…
１
２
０
０
万
円 

 
 

・ 

地
域
…
市
街
化
区
域 

※ 

売
却
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
上
下

水
道
部
総
務
課
で
配
布
す
る
募
集
要
項
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

■■申

 

11
月
１
日
〜
15
日
に
、
申
請
書
を
記
入

の
上
、
上
下
水
道
部
２
階
総
務
課
へ 

■■問

 

上
下
水
道
部
総
務
課
（
☎
６
４
５-

１
１
７
７
） 

 

ご
案
内

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ

山形市からの

お知らせ
山形市役所

〒990 8540 旅篭町二丁目3番25号

☎641 1212（代表）
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◆パネル展示

■■時・■■所 11月12日㈮～25日㈭

　　　　 市男女共同参画センター「ファーラ」

　　　　 11月15日㈪～18日㈭

　　　　 市役所１階エントランスホール

◆ 女性の人権ホットライン強化週間（ＤＶ、ストーカー被害、

離婚、職場の男女差別など）

■■問 山形地方法務局人権擁護課☎625-1321（代表）

　　【電話相談窓口】☎0570-070-810（山形地方法務局内）

■■時  11月12日㈮～ 18日㈭午前8時30分～午後7時

　　 11月13日㈯・14日㈰午前10時～午後5時

　　 （強化週間のほかは、月～金曜日午前8時30分～午後5時15

分も実施しています）　

◆人権擁護委員による女性のための人権相談所

■■時・■■所 11月20日㈯午前10時～午後3時　市総合福祉センター

自
衛
官
募
集 

■■内
〈 

募
集
種
目
〉
自
衛
官
候
補
生 

■■対

 

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方 

■■申

 

11
月
20
日
〜
12
月
３
日 

【
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
】 

■■時

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
祝
日
を
除
く
） 

■■所

自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
南
原
町
） 

※ 

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎

６
３
４-

３
４
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

■■問

市
民
課
（
☎
内
線
３
４
２
） 

 
精
神
障
が
い
者
が
利
用
で
き
る

福
祉
制
度
の
説
明
会 

■■時

11
月
10
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時 

■■所

市
役
所
10
階
１
０
０
２
会
議
室 

■■対

 

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
等

先
着
15
人
程
度 

■■申

 

11
月
８
日
ま
で
に
、
電
話
で
障
が
い
福

祉
課
へ 

■■問

障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
） 

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
11
月
分
） 

■■内

 

防
原
町
、
大
字
平
清
水
、
平
清
水
１
丁
目
、

山
家
本
町
１
丁
目
、
東
青
田
１
〜
３
丁

目
、
大
字
釈
迦
堂 

■■問

 

上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５-

１
１
７
７
）

 

福
祉
灯
油
購
入
費
等
給
付 

■■内
〈 

給
付
額
〉
１
世
帯
当
た
り
５
千
円 

　

〈 

支
給
方
法
〉
指
定
の
世
帯
主
口
座
へ
入
金 

■■対

 

令
和
３
年
10
月
１
日
現
在
、
山
形
市
に

住
民
票
が
あ
り
、
令
和
３
年
度
の
市
県

民
税
が
全
員
非
課
税
で
、
次
の
世
帯
要

件
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
世
帯 

 

・ 

65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
す
る
世
帯 

 

・ 

障
が
い
者
世
帯
（
身
体
障
が
い
者
手
帳

（
１
級
・
２
級
）
、
療
育
手
帳
（
Ａ
判
定
）
、

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
、

重
度
心
身
障
が
い
（
児
）
者
医
療
証
を
所

持
し
て
い
る
方
が
い
る
世
帯
） 

 

・ 

ひ
と
り
親
と
そ
の
子
（
児
童
）
が
い
る
世
帯 

※ 

生
活
保
護
世
帯
、
中
国
帰
国
者
生
活
支
援
給

付
世
帯
、
世
帯
全
員
が
社
会
福
祉
施
設
等
に

入
所
等
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
。 

■■申

 

11
月
８
日
〜
12
月
28
日
（
原
則
郵
送
で

の
受
け
付
け
。
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯

に
は
、
11
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
） 

※ 

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■■問

生
活
福
祉
課
（
☎
内
線
８
６
８
） 

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

　

11
月
１
日
に
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。 

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を

除
く
全
て
の
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。
旧
ペ
ー
ジ
を
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
や
リ

ン
ク
し
て
い
た
場
合
は
、
リ
ン
ク
切
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
リ
ン
ク

の
設
定
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。  

■■問

広
報
課
（
☎
内
線
２
４
４
）

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」 

　

虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た
り
、
出
産
や

子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　

虐
待
通
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、
子
ど
も
の
安
全

確
認
を
行
い
ま
す
。匿
名
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
相
談
連
絡
先
】 

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９ 

家
庭
支
援
課
☎
６
４
１-

３
６
３
６
（
直
通
） 

県
中
央
児
童
相
談
所
☎
６
２
７-

１
１
９
５ 

〈
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉 

　

児
童
虐
待
の
防
止
を
促
進
す
る
た
め
、
関
連

情
報
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。 

■■時 

・
■■所

11
月
８
日
㈪
〜
12
日
㈮
市
役
所
１

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
11
月
15
日
㈪

〜
19
日
㈮
べ
に
っ
こ
ひ
ろ
ば 

■■問

家
庭
支
援
課
（
☎
内
線
５
７
４
） 

【市ホームページ】

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」
「パープルリボン」は女性に対する暴力の根絶のシンボルです。

■■問 市男女共同参画センター　☎645-8077

 ■市男女共同参画センター「ファーラ」☎645-8077
 　月～日曜日　午前8時30分～午後5時15分（年末年始、祝日を除く）
 ■家庭支援課（☎内線579）
　月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分（年末年始、祝日を除く）

※ 「ファーラ」の一般相談・法律相
談は、19ページをご覧ください。ＤＶに関する相談窓口

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。

開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、不織布マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等

で中止・延期となったもの

については、こちらから→
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山
形
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
へ
の
広
告
募
集 

　

市
へ
の
届
け
出
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
々
の
暮

ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
「
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
」
の
発
行
を
令
和
4
年
5
月
上
旬
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
発
行
は
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
と
市
の
官
民
協
働
事
業
で
、
協
賛
す
る
地

域
の
事
業
者
な
ど
か
ら
の
広
告
掲
載
費
用
で
製

作
し
ま
す
。 

　

広
告
掲
載
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
サ
イ

ネ
ッ
ク
ス
山
形
支
店
（
☎
６
３
２-

０
１
７
９
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■■問

広
報
課
（
☎
内
線
２
２
９
） 

結
婚
相
談
会

■■時

 

11
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
正

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

■■所

市
役
所
７
階
７
０
１
Ａ
会
議
室 

■■内

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
「
や
ま
が
た
し
良

縁
隊
」
に
よ
る
結
婚
相
談 

■■対

 

結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
や

そ
の
家
族
等
10
人
程
度

※ 

仲
人
さ
ん
も
随
時
募
集
中
で
す
。 

■■申

事
前
に
電
話
で
企
画
調
整
課
へ 

■■問

企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集 

■■内
〈 

募
集
住
宅
〉【
一
般
向
け
】
南
山
形
ア
パ
ー

ト
２
Ｄ
Ｋ（
単
身
可
）
…
１
戸
、飯
塚
・
末
広
・

あ
ず
ま
町
・
飯
田
・
大
森
・
北
部
・
中
桜
田
・

松
山
ア
パ
ー
ト
３
Ｄ
Ｋ
…
各
１
戸 

　
　
【
高
齢
・
母
子
家
庭
等
へ
の
割
り
当
て
住
宅
】

　
　

大
森
ア
パ
ー
ト
２
Ｄ
Ｋ
…
１
戸 

■■申

 

11
月
２
日
〜
16
日
に
、
市
営
住
宅
管
理

セ
ン
タ
ー
へ 

※ 

そ
の
他
、
随
時
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■■問

 

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
７
３-

０
３
０
０
） 

 

イ
ベ
ン
ト

わ
ん
ぱ
く
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ 

■■時

12
月
18
日
㈯
・
19
㈰
（
１
泊
２
日
） 

■■所

市
少
年
自
然
の
家
と
そ
の
周
辺 

■■内

 

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
や
雪
上
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
な
ど

■■対

小
学
４
年
生
〜
中
学
２
年
生
20
人
（
抽
選
） 

■■費

２
千
円
程
度 

■■持

 

水
筒
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
軍
手
、
着
替
え
、

洗
面
用
具
、
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
一
式
、
帽
子
、

内
履
き 

■■申
 

11
月
１
日
〜
12
月
１

日
に
市
少
年
自
然
の

家
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
電
話
で  

■■問

市
少
年
自
然
の
家
（
☎
６
４
３-

８
５
３
３
） 

【市少年自然の家
ホームページ】

山
響
＆
テ
ル
サ
が
贈
る

「
お
ん
が
く
の
森
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

マ
エ
ス
ト
ロ
」
〈
第
23
楽
章
〉 

■■時

 

11
月
19
日
㈮
午
後
５
時
〜
６
時
30
分
（
午

後
４
時
40
分
集
合
） 

■■所

山
形
テ
ル
サ
ホ
ー
ル 

■■内

 

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
見
学
、
「
マ
エ
ス
ト
ロ

と
お
話
し
よ
う
」 

　
　

〈 

出
演
〉
指
揮
：
阪
哲
朗
、
管
弦
楽
：
山

形
交
響
楽
団 

　
　

〈 

曲
目
〉
山
形
交
響
楽
団 

第
２
９
７
回
定

期
演
奏
会
曲
目
よ
り 

■■対

 

小
学
生
〜
24
歳
の
方
（
小
・
中
学
生
は

保
護
者
１
人
同
伴
可
） 

■■申

 

11
月
16
日
ま
で
に
、
専

用
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み 

■■問

山
形
テ
ル
サ
（
☎
６
４
６-

６
６
７
７
） 

日
韓
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト

韓
国
料
理
作
り
体
験 

■■時

 

12
月
７
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

２
時
〜
４
時 

■■所

鈴
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■■対

各
回
先
着
10
人 

■■費

千
円 

■■持

 

エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、
持
ち
帰
り
用
容
器 

■■申

 

11
月
２
日
〜
27
日
に
、
電
話
で
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
へ 

■■問

 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
７-

２
２
７
５
） 【専用フォーム】

12
月
市
議
会
定
例
会 

■■時

11
月
25
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈮
（
予
定
） 

※ 

議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、

11
月
30
日
㈫
・
12
月
１
日
㈬
に
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
本
会
議
、
予
算
委
員
会
、
全
員
協

議
会
の
模
様
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生

中
継
・
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。 

※ 

詳
し
く
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

■■問

 

議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
６
４
２-

８
４
０
４
） 

募　

集

山
形
市
創
業
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１

出
場
者
募
集  

■■内

一
般
部
門
、
飲
食
業
部
門
共
通 

　
　

 

〈 

一
次
審
査
〉
12
月
20
日
㈪
書
類
審
査 

　
　

 

〈 

決
勝
大
会
〉
令
和
４
年
２
月
４
日
㈮
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

■■対

 

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
開
業
し
た

個
人
事
業
主
、
中
小
企
業
等
経
営
者 

■■申

 

12
月
12
日
ま
で
に
、
応
募
用
紙
を
記
入
の

上
、
Ｅ
メ
ー
ル
（k
o
yo

u
@
city.ya

m
a

g
a
ta
-ya

m
a
g
a
ta
.lg

.jp

）
で
雇
用
創
出

課
へ 

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

■■問

雇
用
創
出
課
（
☎
内
線
４
１
６
）

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ
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※ 

来
場
者
に
は
、
冊
子
「
地
域
に
根
ざ
し　

息

づ
く
短
歌
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

〈
展
示
〉 

11
月
12
日
㈮
正
午
〜
午
後
４
時
、
13

日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　

  

過
去
６
年
間
の
県
内
物
故
歌
人
を
し
の

ぶ
作
品
や
各
短
歌
会
の
出
版
物
展
示

◆ 

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ

vol. 

22

　「
Ｖ
ｉ
ａ
ｇ
ｇ
ｉ
ｏ
〜
言
葉
の
旅
〜
」 

■■時

11
月
19
日
㈮
午
後
６
時
30
分
開
演 

■■内 

〈 

第
一
部
〉
歌
曲
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
周
）

　

 

〈 

第
二
部
〉
オ
ペ
ラ
（
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ

ラ
の
世
界
）

　

 
〈 
出
演
〉
バ
リ
ト
ン
：
松
倉
望
、
テ
ノ
ー

ル
：
佐
藤
匠
悟
、
ソ
プ
ラ
ノ
：
佐
藤
亜
美
、

ピ
ア
ノ
：
及
川
優
希
奈
、
須
田
彩
貴
咲 

■■費

 

一
般
千
円
、
大
学
生
以
下
５
０
０
円
、
未

就
学
児
無
料 

◆
第
47
回
市
民
新
春
寄
席 

■■時

 

令
和
４
年
１
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分

開
演 

■■内
〈 

出
演
〉
三
遊
亭
小
遊
三
、
柳
家
小
袁
治
、

ロ
ケ
ッ
ト
団　

他 

■■費

全
席
指
定
千
円
（
11
月
13
日
よ
り
販
売
開
始
） 

旧
済
生
館
本
館
３
・
４
階
特
別
公
開 

■■時

11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時 

■■対

先
着
10
組
（
20
人
程
度
） 

■■申

 

11
月
１
日
〜
10
日
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（

６
２
４-

９
６
１
８
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
（b

u

n
k
a
@
c
ity.ya

m
a
g
a
ta

-ya
m
a
g
a
ta

.

lg
.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
文
化
振
興
課
へ 

■■問

文
化
振
興
課
（
☎
内
線
６
２
６
） 

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
!!!

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
コ
ー
ス 

■■時

 

11
月
30
日
㈫
、
12
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・

21
日
㈫
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30
分 

■■所

市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
第
一
体
育
館 

■■対

年
中
〜
小
学
３
年
生
32
人
（
抽
選
） 

■■費

３
千
円
（
傷
害
保
険
加
入
料
含
む
） 

■■持

タ
オ
ル
・
靴
下 

■■申

 

11
月
12
日
ま
で

※ 

申
し
込
み
方
法
等
詳
し
く
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

■■問

市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
６
２
５-

２
２
８
８
） 

 

11
月
の
十
日
市

　

大
曽
根
餅
つ
き
保
存
会
応
援
企
画
と
し
て
、

お
餅
を
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
（
１
人
１
個
ま
で
） 

■■時

 

11
月
10
日
㈬
午
前
11
時
〜
（
な
く
な
り

次
第
終
了
） 

■■所

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
中
庭  

■■問
 

山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
（
☎
６
７
９-

５
１
０
１
） 

市
食
育
フ
ェ
ア
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

■■時

 

12
月
４
日
㈯
午
後
２
時
〜

■■講

カ
ゴ
メ
株
式
会
社 
管
理
栄
養
士

■■対

 

１
２
０
人
（
１
世
帯
１
人
ま
で
）（
抽
選
）

■■申

 

11
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
「
食
育
フ
ェ
ア
参
加
希
望
」
と

記
入
の
上
、
農
政
課
へ

※ 

参
加
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
方
（
若
干
名
）

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所
会
場
を
準
備
し

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■■問

農
政
課
（
☎
内
線
４
３
１
）

市
立
図
書
館
の
催
し

■■問

☎
６
２
４-

０
８
２
２

◆
お
は
な
し
会
〜
耳
か
ら
き
く
読
書
〜 

「
は
ら
は
ら
ド
キ
ド
キ
す
る
話
」 

■■時

11
月
13
日
㈯
午
後
３
時
〜
３
時
30
分 

■■所

市
立
図
書
館
２
階
集
会
室 

■■内

 

日
本
・
世
界
の
昔
話
や
物
語
を
耳
で
聞

い
て
楽
し
む 

■■対

小
学
生
以
上
先
着
15
人 

◆
中
井
川 

茂
敏
氏
講
演
会

「
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
と
共
に
歩
ん
だ
人
生
」 

■■時

11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

■■所

南
部
公
民
館
３
階
集
会
室 

■■対

先
着
40
人 

■■申

 

11
月
２
日
か
ら
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
４-

０
８
２
３
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
（to

s

h
o
k
a
n
@
c
ity

.y
a
m

a
g
a
ta

-y
a
m

a

g
a
ta
.lg

.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
立
図
書

館
へ

市
民
会
館
の
催
し

■■問

☎
６
４
２-

３
１
２
１ 

◆
第
51
回
人
形
劇
合
同
公
演 

■■時

11
月
７
日
㈰
午
前
10
時
〜
、
午
後
１
時
30
分
〜 

■■内
〈  

出
演
〉
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
と
ん
と
ん
、
人

形
劇
団
あ
・
い
、
青
空
ク
ラ
ブ
、
人
形
劇

団
ぐ
う
・
ち
ょ
き
・
ぱ
あ 

◆ 

第
48
回
や
ま
が
た
文
学
祭

　
「
地
域
に
根
ざ
し　

息
づ
く
短
歌
」 

■■時
・
■■内

 

〈
公
演
〉 

11
月
13
日
㈯
午
後
１
時
〜

　
　
　

  

第
一
部
：
創
作
琵
琶
「
斎
藤
茂
吉
翁
」

（
東
山
昭
子
作
）

　
　
　

 

第
二
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

◎ 野草園ホームページから園内

の主な植物が検索できるよう

になりました。

◎ 色づく木の実が見頃を迎えます。

11月の花ごよみ

【野草園
ホームページ】

キタコブシ、ガマズミ、カンボク、サンショウ、

サンシュユ、イイギリ、ツルウメモドキ、

ウメモドキ、ムラサキシキブ、クサギ、

ツルシキミなど

山形市からのお知らせ
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教
室
・
講
座

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

■■問

 

☎
６
４
７-

２
２
７
５ 

◆
「R

e
a
d

 a
n
d

 D
is

c
u
s
s

」 

■■時

11
月
11
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■■対

先
着
６
人 

◆
読
ん
で
話
し
合
う
韓
国
文
化 

■■時

11
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分 

■■対

先
着
７
人 

◆
英
語
の
ス
ト
ー
リ
ー
タ
イ
ム 

　

11
月
の
絵
本
「
か
い
じ
ゅ
う
た
ち
の
い
る
と

こ
ろ
」 

"W
h
e
re

 th
e
 W

ild
 T
h
in
g
s A

re
" 

■■時

 

11
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
11
時
、

正
午
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜
３
時 

■■内

 

英
語
の
絵
本
を
読
ん
で
遊
び
な
が
ら
理

解
を
深
め
る 

■■対

５
歳
〜
12
歳
各
回
先
着
９
人 

◆
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語 

■■時

 

11
月
20
日
㈯
・
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分 

■■対

各
回
先
着
９
人 

※ 

■■申

い
ず
れ
も
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ 

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

■■時

11
月
21
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午 

■■所

消
防
本
部
西
消
防
署
（
西
崎
） 

■■内

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
成
人
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
（
修
了
証
を
発
行
） 

■■対

先
着
20
人
程
度 

■■申

 

電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
） 

※ 

ｅ-

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
電
子
学
習
）
で
の
受
講
を

推
奨
し
て
い
ま
す
（
受
講
証
明
書
が
必
要
）。 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

■■問

 
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４-

１
１
９
３
）

薪ま
き

づ
く
り
体
験
・

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
り
扱
い
講
習
会 

■■時

11
月
７
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
正
午 

■■所

野
草
園 

■■対

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
初
心
者
や
薪
づ
く
り
に

興
味
の
あ
る
方
先
着
30
人
程
度
（
山
形

市
・
上
山
市
・
山
辺
町
・
中
山
町
在
住

の
方
が
対
象
） 

■■持

 

手
袋
、
タ
オ
ル
、
長
靴
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
（
所
有
し
て
い
る
方
） 

■■申

 

11
月
１
日
午
後
１
時
か
ら
、
電
話
で
山

形
地
方
森
林
林
業
活
性
化
協
議
会
（
☎

６
４
４-

０
０
５
３
）
へ 

■■問

 

森
林
整
備
課
（
☎
内
線
４
４
８
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座

■■問

 

☎
６
４
７-

２
２
６
０

　
　

６
４
７-

２
２
６
１

①
哲
学
カ
フ
ェ  

サ
ロ
ン
ｄ
ｅ
や
ま
が
た 

■■時

11
月
10
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時 

■■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
市
民
活
動
情
報
コ
ー
ナ
ー

■■内

 

毎
回
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
由

に
話
し
合
う
サ
ロ
ン
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
幸
せ
っ
て
な
ん
だ
？
」

■■対

先
着
５
人
程
度 

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会 

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
編
〜 

■■時

12
月
１
日
㈬
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分 

■■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
会
議
室
Ｂ 

■■対

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
基
礎
知
識
を
学
び
た
い
方
先

着
10
人
（
会
場
５
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
５
人
） 

③
は
じ
め
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

■■時

12
月
３
日
㈮
午
後
７
時
〜
９
時 

■■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
会
議
室
Ｂ 

■■対

先
着
４
人 

※ 

■■申

①
は
電
話
で
（
当
日
参
加
も
可
）
、
②

は
11
月
27
日
ま
で
に
、
③
は
11
月
２
日
〜
12

月
１
日
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（ce

n
te
r@

ya
m
a
g
a
ta
-n

p
o
.jp

）
の
い
ず
れ

か
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ 

小
児
救
急
講
習
会 

■■時

11
月
21
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午 

■■所

 

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
研
修
室 

■■内

 

急
病
時
の
対
応
方
法
等
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用

い
た
心
肺
蘇
生
法 

■■対

乳
幼
児
の
保
護
者
な
ど
先
着
15
人 

■■申

 

11
月
18
日
ま
で
に
、
電
話
で
保
健
総
務

課
へ 

■■問

保
健
総
務
課
（
☎
６
１
６-

７
２
６
０
） 

 「
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
①
」
Ｄ
Ｖ
を
知
り
考
え
よ
う

〜
私
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜 

■■時

11
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■■所

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視
聴

覚
室 

■■内

 

Ｄ
Ｖ
の
構
造
や
心
に
及
ぼ
す
影
響
、
被

害
者
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
学
ぶ 

■■対

 

会
場
受
講
先
着
20
人
（
女
性
）
、
オ
ン
ラ

イ
ン
聴
講
先
着
10
人 

■■申

 

11
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
市
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
へ
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
15
分
。
オ
ン
ラ
イ
ン
聴
講
者
は
11

月
17
日
ま
で
） 

※ 

１
歳
以
上
未
就
学
児
の
無
料
託
児
有
り
（
先

着
順
。
11
月
17
日
ま
で
要
予
約
） 

■■問

 

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
５

-

８
０
７
７
） 

 

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ
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仙
台
市
・
山
形
市
へ
の

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
を
応
援
! 

業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー 

■■時

11
月
13
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
20
分 

■■所

 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）  

■■内

 

仙
台
市
、
山
形
市
の
企
業
に
勤
務
す
る

若
手
社
会
人
が
、
業
界
の
魅
力
や
仕
事

の
や
り
が
い
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご

し
方
な
ど
を
紹
介 

■■対

 

首
都
圏
在
住
で
仙
台
市
、
山
形
市
へ
の

就
職
に
興
味
の
あ
る
方
先
着

30
人 

■■申

 

11
月
10
日
ま
で
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み 

■■問

 

東
京
事
務
所
（
☎
０
３-

５
２
０
２-

２
１
７
３
） 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
脱
炭
素
社
会
を
考
え
る

市
民
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

〜
山
形
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
体
験
〜 

■■時

12
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■■所

中
央
公
民
館
大
会
議
室 

■■内

 

日
常
の
行
動
が
環
境
問
題
や
地
域
の
社

会
・
経
済
に
与
え
る
影
響
を
学
ぶ

■■対

18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人 

■■申

 

11
月
５
日
〜
26
日
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
リ
ン
ク
先
か
ら
、
ま
た
は
電
話
で

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会

社
山
形
支
社
（
☎
６
３
３-

３
３
６
８
）
へ  

※ 

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■■問

環
境
課
（
☎
内
線
６
７
９
） 

漬
物
講
座
「
山
形
伝
統
の
青
菜
漬
け
の

実
演
・
お
み
漬
け
の
実
習
」 

■■時

 

11
月
19
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

２
時
〜
4
時 

■■所

市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）  

■■対

各
回
16
人
（
抽
選
） 

■■費

８
０
０
円
（
材
料
代
） 

■■持

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾 

■■申

 

11
月
５
日
〜
10
日
に
、
電
話
で
市
農
業

振
興
公
社
へ 

■■問

市
農
業
振
興
公
社
（
☎
６
４
４-

１
６
２
２
） 

福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
の
教
室

■■問

☎
６
４
２-

５
１
８
１

　
　

６
２
５-

２
１
５
０

　
　

 

Ｅ
メ
ー
ル
（fu

ku
b
u
n
se

n
@
city.ya

m
a

g
a
ta
-ya

m
a
g
a
ta
.lg

.jp

） 

◆ 

働
く
女
性
の
家
事
業
「
利
き
脳
講
座
〜
利
き

脳
を
知
っ
て
片
づ
け
を
楽
に
〜
」 

■■時

11
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■■対

 

市
内
在
住
・
在
勤
の
女
性
12
人
（
抽
選
。

無
料
託
児
有
り
） 

■■申

 

11
月
14
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き

（
〒
９
９
０-

０
０
２
１
小
白
川
町
２-

３

-

47
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
、
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
福
祉

文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
窓
口
で
の
申
し
込

み
も
可
）  

◆ 「
希
望
の
家
」
生
活
支
援
事
業

　
「
お
口
健
康
教
室
」

　

〜
お
口
の
体
操
・
口
腔
ケ
ア
を
学
ぶ
〜 

■■時

11
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■■対

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
所
持
者
10
人
（
抽
選
） 

■■申

 

11
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
電
話
、
は

が
き
（
〒
９
９
０-

０
０
２
１
小
白
川
町

２-

３-

47
）
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
、
教
室
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
障
が
い
名
を

記
入
の
上
、
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
（
窓

口
で
の
申
し
込
み
も
可
） 

①お口若がえり講座

■■時  11月18日㈭午後1時30分～ 3時（午後

1時開場）

■■所  高瀬コミュニティセンター多目的ホール

■■対  65歳以上の方先着40人

■■問  ☎内線568

②こころの健康講座（介護予防）

■■時  11月24日㈬午後2時～ 3時30分（午後

1時30分開場）

■■所  西部公民館3階集会室

■■対 65歳以上の方 先着40人

■■問  ☎内線568

③認知症サポーター養成講座

■■時  11月25日㈭午前10時30分～正午（午

前10時開場）

■■所  市役所11階大会議室

■■対  先着40人

■■問  ☎内線568

※ ■■申 ①～③は11月4日から電話で長寿支援課へ

④高齢者の生活支援に関する研修

■■時  11月19日㈮午前9時30分～午後4時20分

■■所  市役所7階701AB会議室

■■対  高齢者の生活支援やボランティア活動に

興味のある方、訪問型サービスA事業の

従事予定者等先着20人

■■問  ☎内線565

※ ■■申 ④は11月12日までに、住所、氏名、

生年月日、電話番号、あれば所属団体や事

業所等を記入の上、FAX（ 624-8398）

で長寿支援課へ（電話での申し込みも可）

長寿支援課の講座・研修  ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

山形市からのお知らせ
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精
神
障
が
い
者
家
族
教
室 

■■時

 
11
月
16
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
午

後
１
時
開
場
） 

■■所

市
役
所
11
階
大
会
議
室 

■■内

 

発
達
障
が
い
の
特
性
な
ど
を
学
ぶ 

■■対

 

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
先

着
20
人 

■■申

 

電
話
（
☎
６
４
７-

４
２
６
６
）
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
４
７-

４
２
６
８
）
で
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ー
る
へ 

■■問

障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
） 

公
民
館
の
催
し

中
央
公
民
館

■■問

☎
６
２
３-

２
１
５
０ 

◆ 

パ
ソ
コ
ン
講
座
１

「
は
が
き
デ
ザ
イ
ン
キ
ッ
ト
で
年
賀
状
作
成
」 

■■時

 

12
月
１
日
㈬
〜
３
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
全
３
回
） 

■■対

 

マ
ウ
ス
操
作
、
文
字
入
力
が
で
き
る
方

７
人
（
抽
選
） 

■■費

８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

■■持

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ 

※ 

年
賀
状
印
刷
は
し
ま
せ
ん
。

◆ 

パ
ソ
コ
ン
講
座
２

　
「
実
用
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
文
書
作
成
編
）」 

■■時

 

12
月
15
日
㈬
〜
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
（
全
３
回
） 

■■対

 

マ
ウ
ス
操
作
、
文
字
入
力
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
方
10
人
（
抽
選
） 

■■費

８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
） 

■■持

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン 

※ 

■■申

い
ず
れ
も
、11
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
（
〒
９
９
０-

０
０
４
２
七
日
町
１

-

２-

39
）
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
３
３-

９
８
０
４
）
に
、
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
中

央
公
民
館
へ
（
窓
口
で
の
申
し
込
み
も
可
）
。

当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
か
ら
10
日
以
内
に

通
知
を
発
送
し
ま
す
。 

東
部
公
民
館

■■問

☎
６
４
２-
５
１
８
１ 

◆
16
ミ
リ
映
写
機
の
映
画
を
見
よ
う
！ 

■■時

11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■■内
〈 

上
映
作
品
〉
す
て
き
坂
、
ま
っ
黒
な
お
弁

当
（
予
定
） 

■■対

小
学
３
年
生
〜
大
学
生
先
着
15
人 

■■申

 

11
月
12
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

東
部
公
民
館
へ 

◆
気
象
講
座 

■■時

12
月
２
日
㈭
午
後
２
時
〜
３
時 

■■内

 

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
と
将
来

予
測 

■■対

先
着
18
人 

■■申

 

11
月
４
日
〜
16
日
に
、
電
話
で
東
部
公

民
館
へ 

西
部
公
民
館

■■問

☎
６
４
５-

１
２
２
３ 

◆ 

県
人
作
家 

執
筆
秘
話
〜
長
岡
弘
樹
『
教
場
』

こ
こ
だ
け
の
話
〜 

■■時

11
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■■対

 

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
に
興
味
の
あ
る
方
先

着
70
人

■■申

 

11
月
５
日
〜
13
日
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
西
部
公
民
館
へ 

※ 

申
し
込
み
の
際
に
、
『
教
場
』
（
小
説
・
ド
ラ

マ
等
）
に
関
す
る
長
岡
弘
樹
氏
へ
の
質
問
が

あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
そ
の
集
計
結

果
を
内
容
に
反
映
し
ま
す
。 

◆ 

お
正
月
の
縁
起
物
講
座
Ⅰ
〜
手
作
り
の
「
し

め
飾
り
」
で
お
正
月
を
迎
え
よ
う
〜 

■■時

12
月
11
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■■対

18
歳
以
上
の
方
先
着
15
人 

■■費

１
６
０
０
円
（
材
料
代
） 

■■申

 

11
月
５
日
〜
13
日
に
、
電
話
ま
た
は
直

接
西
部
公
民
館
へ 

南
部
公
民
館

■■問

☎
６
４
１-

６
７
０
１ 

◆
親
子
そ
ば
打
ち
講
座 

■■時

11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■■対

 
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
先
着
16
人
（
昨

年
参
加
し
た
方
を
除
く
） 

■■費

８
０
０
円
（
材
料
代
） 

■■持

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、
お
し
ぼ
り
、

持
ち
帰
り
用
容
器  

◆ 

パ
ス
テ
ル
で
描
く
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド 

■■時

12
月
４
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

■■対

小
学
生
先
着
20
人 

■■費

１
０
０
円
（
材
料
代
）  

◆
ク
リ
ス
マ
ス
に
！
薔ば

ら薇
の
デ
コ
巻
き
寿す

し司 

■■時

12
月
８
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午 

■■対

先
着
15
人 

■■費

７
０
０
円
（
材
料
代
） 

■■持

 

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、お
し
ぼ
り
２
枚
、ラ
ッ

プ
小
１
本
、
包
丁
、
持
ち
帰
り
用
容
器 

※ 

■■申

い
ず
れ
も
、
11
月
４
日
〜
13
日
に
、
電

話
ま
た
は
直
接
南
部
公
民
館
へ 

江
南
公
民
館

■■問

☎
６
８
４-

４
４
２
８ 

◆
災
害
に
備
え
る

　

〜
気
象
台
か
ら
見
た
自
然
災
害
〜 

■■時

11
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時 

■■対

18
歳
以
上
の
方
先
着
20
人 

■■申

 

11
月
19
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

江
南
公
民
館
へ 

元
木
公
民
館

■■問

☎
６
３
１-

６
５
５
１

◆
山
形
を
学
ぶ
講
座

　
「
山
形
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
最
上
義
光（
２
）」 

■■時

11
月
24
日
㈬
午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■■対

18
歳
以
上
の
方
先
着
16
人 

■■申

 

11
月
２
日
〜
16
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ 

時 とき　 所 ところ　 内 内容　 講 講師等　 対 対象・定員　 費 費用（無料は記載なし）　 持 持ち物　 申 申し込み（不要は記載なし）　 問 問い合わせ
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問　 文化振興課　☎内線769

地
域

貢献
！

チャレンジ

市民
活動 問　 企画調整課　☎内線222

@FilmYamagata で検索

　

 

　 

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

最新情報 
更新中！

　

今
年
の
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
山
形
市
も
最
重
要
課
題
と
し
て
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
感
染
予
防
の
切
り
札
と
認
識
し
、
災
害
時
に
準

じ
た
体
制
で
全
庁
挙
げ
て
早
期
接
種
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
対
策
室
は
４
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
最
大
で
40

人
ま
で
体
制
を
拡
充
し
ま

し
た
。

　

山
形
市
の
医
療
界
か
ら
も
大
変
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
形
市
医

師
会
の
皆
さ
ま
は
積
極
的
に
個
別
接
種
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
山

形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
で
６
月
15

日
か
ら
実
施
し
た
大
規
模
集
団
接
種
会
場
は
、

山
形
大
学
医
学
部
、
山
形
県
看
護
協
会
、
山
形
市
薬
剤
師
会
の
皆
さ
ま
の
全
面

協
力
の
も
と
、
15
レ
ー
ン
、
約
３
万
人
分
の
巨
大
会
場
を
短
い
準
備
期
間
で
確

保
し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
ル
ー
ル
が
頻
繁
に
変
わ
る

な
ど
流
動
的
な
状
況
が
続
く
中
、
情
報
収
集
・
分
析
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
迅

速
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
山
形
市
の
実
情
を
国
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
で
確

保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
９
月
14

日
の

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
に
「
接
種
率
最
高
は
山
形

市
」と
の
見
出
し
が
出
ま
し
た
。
同
紙
の
調
査
で
、

９
月
１
日
時
点
で
の
全
国
の
県
庁
所
在
地
・
政

令
市
・
東
京
23

区
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
山
形
市
が
1

位
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ま
、
医
療
関
係
者
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
成
果

で
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
・
安
心
を

第
一
に
、
健
康
医
療
先
進
都
市
に
向
け
て
ま
い

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
率 
主
要
都
市
日
本
一

ユネスコ創造都市ネットワーク加盟から4年！

山形市の認定の決め手は「多様性」 骨髄バンクを支援するやまがたの会
（補助：公開プレゼンテーション補助）

　平成29年10月31日、多様な文化活動に一本横
串を通すのが「映画」であるという捉え方が決め手と
なり、日本で初めて映画分野で加盟認定を受けた山形
市。映画を軸とした地域文化資源の活用や活動の多様
性、そして何より、市民の皆さんの長年にわたる文化
活動が評価された結果です。
　加盟4周年を迎えた今年は、創造都市としての活動
を4年毎にユネスコ本部に報告する「メンバーシップ
モニタリングレポート」を提出する年です。レポートを
提出後、同じ映画分野の加盟都市から評価を受け、今
後の活動に役立てていきます。
　また、「ユネスコ創造都市やまがたってなに?」をテー
マに事業紹介動画を、公式YouTubeチャンネルで配
信中です。ぜひご覧ください。

▲新型コロナワクチン大規模集団接種会場
　（山形ビッグウイング）の様子

　骨髄バンクを支援するやまがたの会では、血液難
病の患者さんを救済するため骨髄バンクの啓発活動
に取り組んでいます。
　本年度は、山形市コミュニティファンドを活用し
「骨髄バンクを支援するやまがたの会 25 周年記念
事業」として、骨髄移植や骨髄バンク、ドナーの普及・
啓発の活動を実施します。関係機関と連携した講演
や学生向け出前講座の開催、市内の企業等対象の献
血併行型ドナー登録会の開催を予定しています。ま
た、仕事が休めないなどの理由で骨髄提供を断念す
る方が少なくないことから、企業等の理解促進のた
めの働き掛けを行います。
　一人でも多くの方の命をつなぐための活動。興味
がある方は団体までご連絡ください。

■■問 骨髄バンクを支援するやまがたの会
　（担当：小野寺南波子）

☎632-7016

▲

加
盟
認
定
の

　
　
　

記
者
会
見
の
様
子

▲ドナー登録会の様子

▲高校生向け講演の様子

事
業
紹
介
動
画
は

こ
ち
ら
か
ら
↓
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健 

康

検 

診

検 

診

歯周疾患検診

相 

談

社 

会 

参 

加 　がん治療に伴う脱毛、乳房切除による悩みをサポー

トするため、医療用ウイッグおよび乳房補整具の購

入費の一部を助成します。

  〈助成額〉
　　ウイッグ　： ２万円または購入費の２分の１の

額のいずれか低い額

　　乳房補整具： １万円または購入費の２分の１の

額のいずれか低い額

■■対  次の全てに該当する方

　・ 市内に住所があり、がんと診断され、がん治療

を受けているまたは受けていた方

　・ がんの治療に伴う脱毛または乳房の切除により、

就労や社会参加等に支障がある方または恐れの

ある方

　・ ウイッグおよび乳房補整具購入日が令和２年４

月１日以降であること

　・ 他の法令等に基づく公的助成等を受けていない

こと

※ 以前に同じ助成を受けた方は該当になリません（過

去にウイッグの助成を受けていても、乳房補整具

の助成は受けられます）。

■■持  脱毛または乳房切除を伴うがん治療を受けている

または受けていたことを証明する書類（診療明細

書、お薬手帳、手術同意書など）、領収書（レシー

ト不可）、本人確認書類（運転免許証、医療保険

証など）、朱肉用印鑑、本人名義の通帳

※ 事前に健康増進課へお問い合わせの上、お越しく

ださい。

 健康増進課　☎616-7272

がん患者医療用ウイッグ・
乳房補整具購入費を助成します

【精神保健福祉相談】

　眠れない、気分が沈む、お酒の問題で困っている、

新型コロナウイルス感染症の影響による自粛生活でつ

らい気持ちが続く等で、お悩みではありませんか。本

人やご家族の方を対象にした相談を行っています。

【ひきこもり相談】

　ひきこもりに悩む本人やご家族を対象にした相談

※いずれも精神科医による予約制の相談（毎月１回）

 霞城セントラル４階

 電話で健康増進課へ

※ 精神保健福祉士・保健師による精神保健福祉に関

する相談（電話・来所）は、随時可能です。

 健康増進課　☎616-7275

心の病気・ひきこもりで
悩んでいませんか

各種がん検診無料クーポン券
の有効期限は令和４年１月末まで
　無料クーポン券は対象者の方へお送りしています。

ぜひ検診を受けましょう！

■■対  子宮頸がん： 21歳の女性（平成12年４月２日～

平成13年４月１日生まれ）

乳がん　　： 41歳の女性（昭和55年４月２日～

昭和56年４月１日生まれ）

前立腺がん： 61歳の男性（昭和35年４月１日～

昭和36年３月31日生まれ） 

※ 本年度すでに上記の検診を受けた方、手術歴のあ

る方、治療中の方を除く。

 健康増進課　☎616-7272

■■時  11月26日（金）午前10時20分～ 11時20分

　（午前10時から受け付け）

■■所  江南公民館 講堂

■■講  市保健師、運動普及推進員

■■対  20歳以上の方先着20人

■■費  40円（保険料）

■■持  室内用運動靴、タオル、飲み物（水）

■■申 11月4日から、電話で健康増進課へ

■■問  健康増進課　☎616-7271

ストレッチ体操体験教室

　11月８日は「いい（11）歯（8）の日」です。歯周疾患

を予防し、いつまでも健康な歯を保てるように歯周疾

患検診を受けましょう。

 12月31日まで（年末は医療機関の診療日まで）

  本年度に40歳・50歳・60歳・70歳になる方（現在

歯を治療している方、定期健診を受けている方を除く）

  40歳・50歳・60歳の方…1,300円（市民税非課税

世帯・生活保護世帯の方は無料。事前に健康増進

課で申請が必要）、70歳の方…無料

  受診券が必要。事前に電話で健康増進課へ

 健康増進課　☎616-7272

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象

ＳＵＫＳＫ
ポイント対象
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一
口
健
康
メ
モ

　
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
お
母
さ
ん
は
実
は
う

つ
病
に
な
り
や
す
く
、
産
後
う
つ
病
は
10

〜
20

％
の
人
に

見
ら
れ
ま
す
。
涙
も
ろ
い
、
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
、
不
眠
、

食
欲
不
振
、
疲
労
感
な
ど
の
症
状
は
、
1

〜
2

週
間
で
回

復
す
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ブ
ル
ー
ズ
と
似
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
産
後
う
つ
病
に
な
る
と
、
気
分
が
ず
っ
と
沈
み
込
む
、

赤
ち
ゃ
ん
を
か
わ
い
い
と
思
え
な
い
、
母
親
失
格
と
自
分

を
責
め
る
、
自
分
を
傷
つ
け
た
い
と
思
う
な
ど
の
症
状
が

出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
2

週
間
以
上
続
き
ま

す
。

　
産
後
う
つ
病
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
原
因
は

ホ
ル
モ
ン
の
変
化
や
、
睡
眠
不
足
や
疲
労
の
蓄
積
、
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
予
防
や
治
療
の
た
め
に
は
、
自
分
の
状
態
の
変
化
に
気

を
配
り
、
相
談
で
き
る
相
手
を
持
つ
こ
と
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
家
族
な
ど
に
助
け
や
配
慮
を
求
め
る
こ
と
、
休
息

と
食
事
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
産
後
う
つ

病
の
方
は
自
ら
助
け
の
声
を
上
げ
に
く
い
こ
と
も
多
い
の

で
、
周
囲
の
方
も
変
化
に
気
を
配
り
、
積
極
的
に
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
症
状
が
重
い
場
合
は
、
医

師
や
助
産
師
、
保
健
師
ら
専
門
家
の
援
助
も
必
要
に
な
り

ま
す
。
山
形
市
で
も
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
と
し
て
、
体
調

や
育
児
に
不
安
の
あ
る
方
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
つ

ら
い
場
合
は
我
慢
せ
ず
、
ぜ
ひ
相
談
や
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

産
後
う
つ
病
に
つ
い
て

11 月 の 相 談

市民相談
 市民相談課 ☎内線 240・241

一般相談

月～金曜日 午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談

月～金曜日 午前9時～午後4時

行政書士相談

8日㈪ 午前9時～午後4時

人権・困り事相談

9日㈫ 午後1時～4時

土地境界に関する相談

11日㈭ 午前10時～午後3時

行政に関する相談

16日㈫ 午前10時～午後3時

登記手続相談

17日㈬ 午前10時～午後3時

※3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く
（予約不要。当日窓口へ）

消費生活相談
 消費生活センター ☎ 647-2211

消費生活・多重債務相談

火～日曜日 午前９時～午後５時
（3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く）

消費生活法律相談

25日㈭ 午後２時～４時
※ 事前に消費生活相談を受けた方が対象

です。

ふれあい総合相談
 市社会福祉協議会 ☎ 645-8177

困りごと相談

月～金曜日 午後１時～４時
（3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く）

年金相談

9日㈫ 午後１時～４時

税金相談

10日㈬ 午後１時～４時

人権相談

18日㈭ 午後１時～４時

法律相談

金曜日 午後１時～４時
※ 当日正午から、電話（☎645-8061）で

予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

総合学習センター教育相談

▶とき…  月～金曜日 午前10時～午後４時
（3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く）
▶ところ… 総合学習センター（電話相談も可）
▶問い合わせ…☎645-6182（直通）
※ 不登校や学校生活、子育てなどの悩み相

談をお受けします。（受け付けは午後３
時30分まで）

※ メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）

▶とき…  月～金曜日 午後１時～５時
（3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く）
▶ところ… 青少年指導センター（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎631-4425（直通）
※ メール相談は市ホームページで24時間

受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談

▶とき… 28日㈰ 午前10時～正午
▶ところ… まんさくの丘
▶問い合わせ…☎688-3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談

▶とき…  月～金曜日
　　　　午前８時30分～午後５時15分

（3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く）
▶ところ… 家庭支援課（来所相談も可）
▶問い合わせ…☎641-3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談

▶とき…  17日㈬
　　　　午前11時～午後３時
▶ところ… 国際交流センター
▶問い合わせ…☎647-2275
※ 相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮語

（ベトナム語、タガログ語、ポルトガル
語、インドネシア語での相談は要予約）。
専門相談では、在留資格、帰化、永住、
婚姻、外国からの呼び寄せ等の相談を
受け付けます。

※ 外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

各種相談

企業の経営相談

中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶とき… 月～金曜日 午前９時～午後５時
▶ところ… 売上増進支援センターY-biz
▶問い合わせ…☎616-7900
※相談には事前の予約が必要です。

ファーラ相談室
 市男女共同参画センター

（ファーラ）☎ 645-8077

カウンセラーによる一般相談

日曜日 午後２時～５時
月・水曜日 午後２時～７時
火・金曜日 午前９時～正午
木・土曜日 午前９時～午後1時

（3日（水・祝）・23日（火・祝）を除く）

法律相談

12日㈮・19日㈮・26日㈮ 午後４時～６時

思春期から更年期までの相談

助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

山
形
市
立
病
院
済
生
館　

産
婦
人
科　

吉
田
隆
之
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